











学習指導要領改訂に向けての答申（2016 年 12 月 21
日）が提起され、小学校学習指導要領（2017 年 3 月
31 日）が公示された。答申に至る最初の中間まとめ
として出された教育課程企画特別部会『論点整理』



































































































































































































































































































































































































































































































課題把握 与えられた問題からの脱却・主体的な学びへ 低 中 高
問題場面を考えながら問題文を視写や聴写をする。 ○ ○ ○
既習と未習の違いを見付けられる。 ○ ○ ○
挿絵や問題場面から数量関係に着目して問題文を考えることができる。 ○ ○ ○
問題文から自分で学習のめあて（考える課題）をたてることができる。 ○ ○ ○
課題を把握し，答えの大きさや解法の見通しをもつことができる。 ○ ○ ○
問題を自分自身のものとして受けとめ，進んで解決しようとする ○ ○ ○
目指す子ども像
自力解決 最後まであきらめずに考え続ける児童へ 低 中 高
自分の考えを，絵，図，表，グラフ，式，言葉などで自分なりに表現する ○ ○ ○
自分で考えたり，先生からの支援を受けたりしながら，最後まで粘り強く答えを導き出そうとする。 ○ ○ ○
既習事項を活用して考えることができる。（根拠） ○ ○
問題の意味を捉え，思考過程で変化する課題（めあて）を考えられる。 ○ ○




集団解決 児童相互の対話を通じて考えを一般化・発展させ深い学びへ 低 中 高
自分の思いや考えを進んで友達と伝え合うことができる。 ○ ○ ○
問題文と式と図とを対応させて伝えようとする。 ○ ○ ○
自分の考え方を分かりやすく伝える説明の仕方を考えることができる。 ○ ○




まとめ 自らの考えを改めて捉え直し，新たな学びへ 低 中 高
進んで適応題に取り組む。 ○ ○ ○
























































































































































































































14 まい－ 9まい＝ 5まい　　5まい










































































































































































































































　　　 ＋ 　 ＝ 




c：1Lではなくて 2Lを 10 に分けた 3 つ分に
なっている。
c：　 L が 3つ分だから　　



























































































































































































①　　　　　10 × 2 ＝ 20　2 × 2 ＝ 4
　 　  　2 × 2 ＝ 4　4 × 2 ＝ 8
　 　　 20 ＋ 4 ＋ 4 ＋ 8 ＝ 36
②　　　　　　　　　　　　　36 ㎠
　 　　（2 × 2）× 9 ＝ 36
B・A：移動による変形　　　　　　36 ㎠
③　
　 　　6 × 6 ＝ 36　　36 ㎠
◇面積の求め方について分割から移動変形へと話し合
う。
　　　　10 × 2 ＋ 2 × 2 ＋ 2 × 2 ＋ 4 × 2 ＝ 36
　　　　　　（10 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 4）× 2 ＝ 36
　　　　　　18 × 2 ＝ 36
　
　　　　　　　
④　　　　　　18 × 2 ＝ 36
　 　　　　横 2cm、縦 18cmの長方形の面積
求め方が違っても式をまとめると同じになる。
*  図形の掲示から, 問題文を考える。




































































・ 13 × 13 ÷ 4、14 × 14 ÷ 4・・・もできるのか？ 1㎝長くす













① 12 × 12 ÷ 4 ＝ 36
② 　　で表される面積の求め方は？

























































・小学校学習指導要領（2017 年 3 月 31 日）文部科学
省　
・学習指導要領改訂に向けての答申（2016 年 12 月 21
日）文部科学省
・小学校学習指導要領解説算数編 （2017 年 6 月） 文部
科学省
・教育課程企画特別部会「論点整理」（平成 27 年 8 月
26 日）文部科学省
・算数・数学ワーキンググループにおける審議の取り
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30」志の算数教育研究会著明治図書（2017 年）
・田中博史他　算数授業研究 VOL.109「算数授業」
論究（2017 年）東洋館出版社
・初等教育資料 3・5・7（2017）東洋館出版社
・京都市立嵯峨小学校「平成 29 年度研究概要」（2016
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